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GeneXus のデザインシステム
既定



この章では、アプリケーション開発におけるデザインシステムの実装に関わる
GeneXus の要素についてそれぞれ簡単に説明します。
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使用しているトランザクションや、Work With パターンによって作成されるパネル
に注目すると、⼈が意識しなくても⼀貫性や統⼀性を維持するエレメントが存在す
ることが分かります。つまり、既定のデザインシステムの観点で、GeneXus により、
基本的なことであれ何かしらの処理があらかじめ⾏われていることを意味します。
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バックオフィス



たとえば、すべての画面に共通のヘッダーがあります (このスライドの Web パネル
のように⼀から作成した画面でも同様です)。この例ではカスタマイズを⾏い、既定
のテキストを「Travel Agency」に変更し、画像を別のものに置き換えました。
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マスターページ



これを実現するには、Web の Master Page オブジェクトを使用します (ここで
変更内容を確認できます)。実⾏時において、アプリケーションの各画面は、この
ContentPlaceHolder コントロールにロードされることを学習してきました。

ナレッジベースのバージョンレベルでは、既定でこの事前定義済みのマスターペー
ジが指定されており ([Default Master Page] プロパティ)、前述のように、作成す
るすべての Web オブジェクトに適用されます。
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このように、GeneXus には、ヘッダーやフッターなど、ページ間で共有する共通の
情報を⼀元化するためのオブジェクトが用意されています。
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加えて、このアプリケーションでは、ベースカラーとして赤色を使用しています。
この色はヘッダーだけでなく、ユーザーに提示するボタンやその他のアクションに
も使用されています。この設定はどこで⾏うのでしょうか。

このテーブルの背景は実⾏環境では赤色であることが分かっていますが、このコン
トロールの [全般] プロパティ ウィンドウ タブではそのように表示されていません。
このコントロール (この例ではレスポンシブ テーブル タイプ) には、クラスがペア
で定義されています。これらが「Appearance」グループの下にあるのは偶然ではあ
りません。



[クラス] タブを⾒ると、このテーブルに関連付けられている 2 つ目のクラスのプロ
パティが編集されていることが分かります。ここで、背景色の赤色が定義されてい
ました。

クラスは、このタイプのコントロール (この例ではテーブル) のデザインを⼀元化す
るのに役⽴ちます。この例では、同じフォーム内または別のフォーム内にあるほか
のテーブルで、同じ定義を共有できることが分かります。たとえば、これらのコン
トロールの背景色を赤から⻘に変更する場合は、コントロール (つまりテーブル) ご
とに変更する必要はなく、クラスで直接変更するだけで、そのクラスに関連付けら
れているすべてのコントロールに変更が反映されます。



すべてのクラスの設定はどこで⾏うのでしょうか。それは Theme オブジェクト内
です。

事前定義済みのマスターページと同様に、Carmine という事前定義済みのテーマが
用意されています。これはこれまでに何度か Web パネルに関連付けられているのを
⾒てきました。

テーマ



こちらを開くと、コントロールタイプ別にクラスがグループ化されています。すべ
てがここに⼀元化されています。[Colors] エレメントには、テーマと同じ名前のカ
ラーパレットが表示されます。ここでベースカラーは設定されています。

Table クラスのサブクラスを確認すると、HeaderContainer があります。これは
マスターページのテーブルに関連付けられていた 2 つのクラスのうちの 1 つです。
⼀⽅への変更内容はもう⼀⽅にも反映されます。先ほど⾒たのはこのページへの
ショートカットでした。



Work With パターンの更新/削除のオプションは実⾏環境ではベースカラーで表示
されますが、これらを⾒ると、コントロールのタイプが項目属性/変数であることが
分かります。また、割り当てられているクラスはパターンによって事前定義済みです。
ここでプロパティを編集することができます。その場合、変更は中央の Theme 
オブジェクトに対して⾏うことになり、結果として、このクラスが割り当てられて
いるほかのすべての項目属性/変数コントロールも変更されることになります。

つまり、フォーム内のすべてのコントロールには、単独で設定可能な個別のプロパ
ティに加えて、割り当てられているクラスに含まれるプロパティもあります。後者
のプロパティは、デザインの側面に関連するもので、同じタイプの複数のコント
ロールに共通です。

コントロールがグリッド列でもあるこの特殊なケースでは、それに関連する別のク
ラス、つまり列のデザインや動作を規定するクラスが表示されることに留意してく
ださい。



トランザクションおよび Work With パネルの事前定義済みデザインをもう⼀度⾒
ると、主要なデータは灰色地に白で表示され、角が丸みを帯びていることが分かり
ます。

レスポンシブ
テーブル

グリッド



前ページのスライドの画面のようになるのは、トランザクションの Web Form 上の
テーブルに、白の背景色と 4 つの角の半径、[Border Radius] を指定したクラスが
割り当てられているためです。

レスポンシブ
テーブル



Work With の⼀覧画面のグリッドには、同様に白の背景色と同じ半径値を指定した
別のクラスが割り当てられています。

Work With 
グリッド



⼀⽅、独自に作成した Web パネルのグリッドには、このような設定を⼀切⾏ってい
ない Grid というクラスが割り当てられています。そのため、実⾏時には、すべての
列が横に並んで表示され、背景色は既定の灰色になります。

既定のグリッド



このクラスを WorkWith グリッドと同じクラスに変更するとどうなるでしょうか。

デザインシステムの⼀貫性を維持するために、このグリッドアクションもほかと同
じようにします。更新アクションについては画像からテキストに Work With に合わ
せて変更しました。

クラス: WorkWith



ここまでの説明から、デザインシステムの大部分は Theme オブジェクトで、クラ
ス (事前定義済みクラスと独自に追加するクラス) を使用して指定するものと推論
することができます。フォーム内の各コントロールにはこれらのクラスを割り当て
ます。クラスによってデザインを抽象化し、特定のロジックを確⽴することで、各
コントロールが担う役割に応じて統⼀化を図ることができます。

したがって、デザインにおいて、コントロールに必要なクラスを特定し、適用する
ことが不可⽋です。
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ここで、事前定義済みの設定に戻ります。⼀部のブラウザーには表示モードがあり、
この例では F12 キーを押すと、異なる画面サイズでの表示を確認できます。

観光名所の Work With の画面をスマートフォンのサイズに縮小すると、フィルタの
表示が変わります。ユーザーがフィルタとして観光名所の名前を⼊⼒するための
フィールドは、タイトルの横ではなく下に表示されます。また、最近使用したリン
クは、展開された状態ではなく、ドロップダウンメニューとして表示されます。
マスターページの画像は、横ではなく下に表示されます。
さらに、画面幅の縮小に伴い、名前と更新/削除アクションの列を除くほぼすべての
列が非表示になります。

このような動作は「レスポンシブ」と呼ばれるもので、それを考慮した Web デザイ
ンをレスポンシブ Web デザインと呼びます。現在、画面サイズに適応できないデザ
インは容認されにくくなっています。

レスポンシブネスの⼀部はレスポンシブテーブルによって実現されます。

レスポンシブ Web デザイン (RWD)



たとえば、パターンによって作成したこの観光名所の Work With のテーブルは、
4 つのコントロールが含まれるレスポンシブテーブルです。最初のコントロールは
追加フィルタに対応しています。2 つ目のコントロールはテキストブロックに対応
しています。3 つ目のコントロールは挿⼊アクションに対応し、最後のコントロー
ルはフィルタ変数に対応しています。

テーブルのプロパティを編集するときに、[レスポンシブサイズ] というセクション
があります。

レスポンシブテーブル



ここでは、4 つの画面サイズを基準としたテーブルコンテンツの表示⽅法を決定し
ます。極小はスマートフォン向けで、小はタブレット向けです。中は 1200 ピク
セル未満のノートブックまたは PC 画面向けで、大はそれ以上のサイズの画面向け
です。

レスポンシブテーブル



ここで、サイズを極小に設定すると、フィルタのボタンが先に表示され、画面幅の
17% を占めます。その右側に、幅の 50% を使用してタイトルが表示され、最後に
残りの 33% を使用してアクション、ここでは挿⼊アクションのみが表示されます。
その下に、フィルタ変数が 100% の幅で表示されます。



これに対して、サイズが小の場合、ボタン、タイトル、変数、アクションの順で横
に⼀列で並びます。



前述のとおり、レスポンシブネスの重要で概略となる部分は、これらのテーブルお
よびプロパティを使用することによって実現されます。
⼀⽅、詳細部分はクラスによって実現されます。

• レスポンシブテーブルのレスポンシブサイズ

• テーマルール: 小、極小、既定

例: 極小サイズまたは小サイズの場合にグリッド列を非表示

レスポンシブ Web デザイン (RWD)



画面サイズに応じてグリッド列を非表示にする例を⾒てみましょう。

観光名所名の列のクラスは WWColumn ですが、その他の列についてはクラス
WWOptionalColumn が追加されています。



テーマを選択すると 2 つの列が表示され、それぞれの画面サイズに応じてクラスの
プロパティの値を変更できます。

既定では、小と極小の 2 つのみが設定されています。既定の列の値は中および大に
対応しているため、画面サイズは実際は 3 つあります。

レスポンシブ Web デザイン: テーマルールの列



したがって、このクラスの [Display] プロパティに何も指定しなくても、実⾏時に
は中と大の画面サイズに対して表示されることになります。小と極小については、
値は none になっています。つまり、これらは表示されません。

• テーマルール: 小、極小、既定

中および大

このいずれかをクリックして、該当するサイズのクラスプロパティを編集

レスポンシブ Web デザイン: テーマルールの列



⼀から実装した Web パネルにはこのグリッドレスポンシブ動作がありません。画面
サイズを縮小しても同じ列が表示されます。

唯⼀の事前定義のレスポンシブ設定はマスターページから継承されるもので、極小
の場合に画像が右側ではなく下部に表示され、最近使用したリンクのリストがメ
ニューとして表示されます。この Web パネルでは、フィルタのフィールドが幅の
100% を占め、ラベルが上に表示されていますが、小サイズ以上ではラベルが左側
に配置されます。

Web パネルのレスポンシブネスを高める⽅法



小 (small) サイズの Web パネルのグリッドに、観光名所名とアクション以外の列
を表示しないようにするには、前述のように列のクラスを変更します。

小サイズまたは極小サイズで列を非表示にする⽅法

列のクラス: WWOptionalColumn



要約すると、デザインシステムのもう 1 つの重要な部分はレスポンシブネスに関係
します。レスポンシブネスを実現するには、レスポンシブテーブルのコントロール
の位置と可視性を変更するとともに、(テーマの 3 つの列を使用して) サイズに応じ
てクラスプロパティを変更します。
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これらすべてを実現するために⾏う必要のある作業はほとんどありませんでした。
Work With パターンとテーマによって自動的に処理されたことを複製するだけで
した。このように、GeneXus には、Web パネルに使用できる基本的な事前定義済
みデザインシステムが用意されています。
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別の要素としてコントロールがあります。
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たとえば、Work With Web パネルを複製した Web パネルには、Work With に存
在するページングがありません。

グリッド: デザインと動作

Web パネル: グリッドのページングなし Work With Web パネル: グリッドのページングあり



グリッドのプロパティを確認すると、[Rows] プロパティがあり、値が 10 になって
います。また、[PagingMode] プロパティの値はこのようになっています。作業中
のグリッドも同様にしましょう。

グリッドのページング



値 0 は、すべての明細⾏をロードすることを意味します。[Paging] プロパティが
Work With と同じ値の場合、[Rows] の値を 10 に変更することで、ページングを
⾏い、⼀度に 10 件のレコードをデータベースから取得するよう指示することにな
ります。

グリッドのページング



このオブジェクトを⽣成し、実⾏してみます。

すべての観光名所がロードされていた画面を再表示すると、ページングオプション
が有効になります。

グリッドのページング



次に、ページサイズを 5 ⾏に変更し、[Paging] プロパティの値を「Infinite 
Scrolling」に変更して試してみます。⾒やすいように表示をタブレットに変更し
ます。グリッドに 5 ⾏がロードされていますが、次のページを表示するためのボタ
ンがありません。ただし、スクロールすると、「Loading」というメッセージが表示
されます。次の 5 ⾏が検索され、画面にロードされます。残りの⾏も同様です。

グリッドのページング: 無限スクロール



これまでは、情報を表のような構成で表示していました。観光名所をもっと柔軟な
形で表示することはできないでしょうか。

たとえば、写真と名前だけを上下に表示したいとします。このような場合のために、
フリー スタイル グリッドが用意されています。これをフォームの下部にドラッグし、
最初に項目属性 AttractionName と AttractionPhoto を配置して、写真が上になる
ように移動します。ラベルは削除します。

フリー スタイル グリッド



このグリッドには、標準のグリッドと同じように、ベーストランザクション、ソー
ト順、抽出条件を指定するプロパティがあります。もう 1 つのグリッドからコピー
します。
不要な変数は削除します。
AttractionId を追加していませんでした。この項目属性は、もう 1 つのグリッドと
同様に、非表示にするにしてもロードする必要があるものです。これは後でパラ
メーターとして送信するためです。

フリー スタイル グリッド

+ AttractionId
Start Event

…
AttractionId.Visible = False
…

endevent



それでは試してみます。画面を再表示します。

標準グリッドの下に新しいグリッドが表示されます。デザインはまだ適用されてい
ません。画像はもっと大きいほうがいいでしょう。なぜこのように小さいのでしょ
うか。

フリー スタイル グリッド



標準グリッドとフリー スタイル グリッドの項目属性コントロールのクラスを⾒ると、
既定で同じクラス ImageAttribute が設定されていることが分かります。これは項
目属性が Image データタイプであるからです。テーマで確認すると、⼀連のサブク
ラスがあり、その中に ReadonlyImageAttribute があります。これが、実⾏時に写
真に適用されるクラスです。この場合の項目属性コントロールは読み取り専用であ
るからです。このように、プロパティでは親クラスが設定されていても、実際には
この子クラスが適用されます。そのプロパティを確認すると、画像の幅に 50 ピク
セルが指定されています。画像が小さかった理由が分かりました。
ここで、このプロパティを変更し、たとえば幅を 400 ピクセルにした場合、表示は
期待どおりになります。しかし、その影響で、同じクラスのほかのコントロールも
変更されます。具体的には Work With 内の画像です。

画像の拡大



それは望んでいることではないため、同じレベルに別のクラス ImageAttribute2 を
作成しました。これは⼀連のサブクラスとともに自動的に作成されます。ここで
ReadOnly のプロパティを変更します。幅が 400 ピクセルを超えない限りは画像が
元のサイズで表示されるように設定しています。超える場合は、このサイズまで縮
小します。

2 つ目のグリッドの AttractionPhoto コントロールのクラスを新しいほうに変更し
ます。

画像の拡大



実⾏してみましょう。違いがはっきりと分かります。

フリー スタイル グリッド



ここで、画面のスペース全体を使って観光名所を表示するとします。
写真はそれぞれサイズが異なることが分かっています。

グリッドのレンダリングを変更し ([Custom Render] プロパティ ＝ FlexGrid)、
コンテンツがパズルのように画面上の空きスペースを埋めるようにします。試して
みましょう。

フリー スタイル グリッド

Flex グリッド



画面サイズに応じて、また最大幅 400 ピクセルを考慮に⼊れて、観光名所がスペー
ス全体を使って横⽅向に配置されました。

Flex グリッド



次に、観光名所の名前を画像に重ねて表示する⽅法を考えます。

最初に標準グリッドを削除します。ここには示していませんが、関連付けられたイ
ベントも削除しています。

次にキャンバスコントロールをフォームに挿⼊します。これは、コントロールを重
ねて表示できるタイプのテーブルです。ここに、重ねて表示する 2 つのコントロー
ルを挿⼊します。フリー スタイル グリッドのレンダリング ([Custom Render] プ
ロパティ) は既定値に戻し、観光名所 (写真と名前) が 1 ⾏に 1 つ表示されるよう
にします。

重ねて表示するためのキャンバス

既定のフリー スタイル グリッド



このコントロールをキャンバス内に配置すると、これらのプロパティが表示され、
コントロールのテーブルに対する相対的な位置、占めるスペース、属するレイヤー
を設定できます。レイヤー以外は既定の値のままにします。「1」と設定するのは、
画像を最背面のレイヤー、つまり名前の後ろに配置するためです。観光名所名はレ
イヤー 2、つまりレイヤー 1 の前に配置します。また、このコントロールは左余白
を 15 ピクセルにし、写真の縁との間に余白をつくります。
キャンバステーブルのプロパティには、テーブルが含まれるコントロールに対する
相対的な高さと幅を指定するプロパティがあります。ここでは、幅は 100% を占め
る設定にし、高さは 300 ピクセルにします。

重ねて表示するためのキャンバス



最後に、AttractionName コントロールのデザインを変更し、⾒た目を整えます。

既定では Attribute クラスが関連付けられていますが、テーマに作成したこの名前
のものに変更します。プロパティで、フォントの色を白、フォントタイプを Calibri、
サイズを 20 ピクセルにします。

実⾏してみましょう。エッフェル塔の名前をクリックすると、詳細情報が表示され
ます。



グリッドコントロールのさまざまな可能性を⾒てきましたが、最後にレンダリング
を変更して ([Custom Render] プロパティ ＝ HorizontalGrid)、水平グリッドとし
て表示します。たとえば、スマートフォンのサイズでは 1 列のみ、小サイズでは
2 列、中サイズでは 3 列、大サイズでは 4 列にします。

水平グリッド



F12 キーを押します。大サイズでは 1 ページに 4 つの観光名所が表示されます。
中サイズの場合は 3 つ、
タブレットの場合は 2 つ、
スマートフォンの場合は 1 つになります。

この場合、同じサイズの画像を挿⼊する必要があります。

テーマのコントロールやクラスでできることの概要を紹介しました。

水平グリッド



ここまでに取り上げた機能以外にも、GeneXus の強⼒なデザインシステムを活用す
るうえで重要な役割を果たすものがいくつかあります。それらについては、このレ
ベルでは紹介のみに留めておきます。
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フォームは、GeneXus のツールボックスに用意されているコントロールを所定の⽅
法で使用できるだけではありません。
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そのほかに、ユーザーコントロールを独自に定義することもできます。ユーザー
コントロールは、各種コントロールを CSS ライブラリとともに提供するプラット
フォームからコピーして使用できます (CSS ライブラリはテーマに似ていますが、
この場合、コントロールのスタイルを指定するために使用します)。
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例として、Semantic UI があります。このようなカードコントロールの使用を考え
ているとします。



そのためには、(同名の) User Control オブジェクトを作成し、HTML コードを
コピー アンド ペーストし、定数のデータ部分を SDT のメンバー名のようなものに
変更する必要があります (これにより、コントロールを動的にする、つまり該当する
コントロールがデータベースなどのデータ (指定可能) とともに動的にロードされる
ようにします)。



また、CSS、つまりクラスデザインの取得元を指定し、その他の処理を⾏います。



これにより、ユーザーコントロールをツールボックスから利用できるようになります。



さらに、GeneXus には、Stencil という機能も用意されています。この機能を使用
すると、画面の同じ部分 (⼀連のコントロール) のデザインを複数の画面で繰り返し
使用できます。
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これにより、デザインを高度に抽象化することができます。
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もしも開発者が、Web アプリケーションの画面のことを、小さなピース (コント
ロール) の集まりとして成り⽴っているパズルのように考える場合、Stencil は、
⼀連のコントロールをグループ化し、そのデザインを多くの画面で繰り返し使用で
きるようにするための手段です。つまり、複数の小さな部分からなる 1 つのパーツ
を定義します。
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ここでは、GeneXus におけるデザインシステムの実装に関わる重要な要素について
説明しました。
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